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金属と水溶液の計算問題（応用編）
〔問題〕

例題３（表に関する問題）

あるこさの塩酸 60mL に、いろいろな重さの鉄をとかしたときに発生する気体の体積を調

べたところ、次の表のような結果になりました。これについて、あとの問いに答えなさい。

(1) この塩酸 60mLとちょうど反応する鉄の重さは何 gですか。

(2) 120mLの水素を発生させるためには、鉄が少なくとも何 g必要ですか。

(3) 鉄 1.2gとちょうど反応する塩酸は何mLですか。

(4) (3)のとき、発生する水素の体積は何mLですか。

(5) 鉄 1.5gに塩酸 120mLを加えたときに発生する水素の体積は何mLですか。

(6) 鉄 3.6gに塩酸 140mLを加えたときに発生する水素の体積は何mLですか。

鉄（g） 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2
気体（mL） 80 160 240 320 360 360
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金属と水溶液の計算問題（応用編）
〔解答・解説〕

例題３

(1) 0.9g (2) 0.3g (3) 80mL (4) 480mL (5) 600mL (6) 840mL

解法と解説

(1) 表の左端の一列と、右下の同じ数字が並ぶところに注目する。このとき、表に示した
はし

ように、○で数字を囲む習慣をつけるとよい。なお、表の 2 つの部分の 3 つの数字を

グラフに示すと、右のようになる。

グラフに書きこんだ数字を見ると、発生する水素の体積が

80mL の 4.5 倍の 360mL になるのだから、60mL の塩酸と

過不足なく反応する鉄の重さも、0.2g× 4.5＝ 0.9g である

ことがわかる。このようにして引き出したレシピを利用して、(2)以降の計算を行う。

(2) 鉄 ＋ 塩酸 → 水素 ＋ 塩化鉄

0.9g 60mL 360mL1 1
↓×─ ↓×─3 30.3g 120mL

(3),(4) 鉄 ＋ 塩酸 → 水素 ＋ 塩化鉄

0.9g 60mL 360mL4 4 4
↓×─ ↓×─ ↓×─3 3 31.2g 80mL 480mL

(3) (4)

(5) 鉄 ＋ 塩酸 → 水素 ＋ 塩化鉄

0.9g 60mL 360mL5 5
↓×─ ↓× 2 ↓×─3 31.5g 120mL 600mL

（余る）

(6) 鉄 ＋ 塩酸 → 水素 ＋ 塩化鉄

0.9g 60mL 360mL7 7
↓× 4 ↓×─ ↓×─3 33.6g 140mL 840mL

（余る）
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